
 

 

武士
もののふ

と雅
みやび

、歴史と創作のはざまで織りなす、大佛
おさらぎ

次郎
じろう

の時代小説 

テーマ展示「実朝
さねとも

と桜子
さくらこ

」開催中！ 

横浜・港の見える丘公園の大佛次郎記念館では、大佛次郎(1897-1973)の時代小説『源実朝』

と『桜子』の２作品を紹介するテーマ展示「実朝と桜子～大佛次郎が紡いだ武士（もののふ）

と雅（みやび）」を開催中です。 

 

第一章『源実朝』 鎌倉を愛した作家が描く、中世鎌倉と“源氏の血”のゆくえ 
 
源頼朝の子であり、鎌倉幕府三代将軍の実朝を題材とした作品。源氏

の棟梁であり和歌を愛した実朝の人生を、『金槐和歌集』に遺された歌

や、大佛次郎の文章とともに辿ります。 
 
国破れて山河ありと云ふが、七百年前に実朝を囲んでゐた自然と、 
現代の僕が鎌倉の谷戸の奥へ入つて眺めるものとは、さして違ひは 

ない筈である。           （連載前の「作者の言葉」より） 
 
連載の開始は、実朝生誕750年にあたる1942年（昭和17）。鎌倉住まい

の大佛次郎は、歴史は郷土史家の亀田輝時に、実朝の和歌は歌人の吉野

秀雄にと、鎌倉の知人たちの協力を得て作品を紡ぎました。 

 

第二章『桜子』 謎の姫を軸に、乱世を生きる人々の運命が交錯する 
 

室町時代、応仁の乱が続く京の都では、市街が戦場となるいっぽう、

将軍足利義政のいる御所では華やかな空気が漂っています。 

ある日、戦場で暴れまわる足軽の大男・弁慶は、桜の木の下で謎の娘

を拾います。弁慶は娘を桜子と名付け、大切に育てますが・・・。 
 
そこに立つと、足もとの寺の大屋根の上に、琵琶湖の水が、春日のよ

うに目に暖かく柔かい靄をまとって満々と拡がっていた。明るいな、と
思わず声に出るくらい、眉ものびのびとする。 

（大佛次郎が『桜子』の舞台とした寺を訪れた際のエッセイ「秋の寺」より） 
 

作中では桜子や弁慶のほか、月姫、阿修羅など創作の人物に加えて、

将軍義政や日野富子など実在の為政者たちが登場し、雅な２つの香「蘭奢待（らんじゃたい）」と「軒

漏月（のきもるつき）」が物語の鍵となります。 

武士と雅、史実とフィクションのはざまに広がる２作品の大佛ワールドをお楽しみください。 
 

※当展覧会の情報掲載をよろしくお願いします。取材の際は事前にご一報ください。広報用画像の提供が可能です。 
 

展示会期 

2022年4月23日(土)～8月21日（日） 

前期：4/23(土)～5/29(日) 

 中期：5/31(火)～7/10(日) 

 後期：7/12(火)～8/21(日) 
料金 

観覧料 大人（高校生以上）200円 

中学生以下 無料 

※横浜市内在住の65歳以上の方は100円  

※毎月23日「市民の読書の日」と、第2・第4土曜日は 

高校生無料 

※障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方1名は無料 

開館時間 10:00～17:30（入館は17:00まで） 

休 館 日 月曜日（祝休日の場合は翌平日） 

お問い合わせ先 

大佛次郎記念館 【公益財団法人横浜市芸術文化振興財団】 

館長：福富潤子  展示担当：安川篤子、金城瑠以  広報担当：大房奈央子 

TEL：045-622-5002 Mail：osaragi@yaf.or.jp 

 

令 和 4 年 5 月 6 日 
( 公 財 ) 横 浜 市 芸 術 文 化 振 興 財 団 
大 佛 次 郎 記 念 館 

佐
多
芳
郎
（
さ
た
・
よ
し
ろ
う
）
画 
《
桜
子
》 

大
佛
次
郎
が
旧
蔵
し
て
い
た
定
家
所
伝

『
金
槐
和
歌
集
』
の
昭
和
五
年
複
製
本
。

奥
書
部
分
に
「
大
佛
次
郎
」
印
が
あ
る
。

 






